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令和７年度 学校経営報告                     
教育活動への取り組み（要約） 自己評価（右端は自己採点・５段階） 

１ 学習指導 

ア  授業の質を向                    

・個別最適化の学びを模索し、「わかった」「でき

た」といえる授業に取り組む。 

・探究活動を推進して、協働的な学習を展開する。 

・デジタル技術を工夫・研究して、有効利用の方

法を探る。 

イ スモールステップを活用して自己効力感を

養い、「自発学習」する生徒の育成 

・学習到達目標を明確にし、小さな達成感を積み

重ねて基礎学力の向上を図る。 

・小テスト等による達成感や成就感をもとに「自

発学習」を習慣づける。   

・基礎力診断テスト結果を活用し、外部模試も積

極的に受験させる。 

ウ 年間を通じての学習指導 

・補講等を活用して、検定試験や模擬試験等の受

験を積極的に奨励する。 

・「みのりゼミ」や講習会、オンライン英会話等、

伸びる生徒には負荷をかけて、ワンランク上の学

びを促す。 

・「わからない」という発言を促し、理解不足に

ならない指導を行う。 

 

２ 進路指導 

ア 組織的なキャリア教育の確立 

・１年次から卒業年次までの一貫したキャリア教育

を確立するための再点検を行う。 

・個々の生徒に対応できるシステムを模索する。 

イ キャリア教育を通して「社会的な自立」を促す 

・自他の肯定感を高めるとともに、ピアサポートに

よる学校生活への定着と、コミュニケーション能

力の向上を推進する。 

・キャリアパスポートを活用して、生徒自らが自立

した進路活動ができるよう支援する。 

ウ 外部機関との連携及び社会活動 

・マイレージを活用して、ボランティア活動やイン

ターンシップ、上級学校訪問等に積極的に参加させ、

将来設計につなげる。 

・ハローワークや若者サポートステーション等の外

部機関と積極的に連携する。 

・自立のための社会性やマナーを育成する指導を推

進する。 

 

３ 生徒指導 

「自他のチャレンジを尊重する」を合言葉に、組織

的な生活指導を推進 

ア 安心安全な学校を創るとともに、いじめや体罰

の根絶 

・人権尊重の精神で、他人のチャレンジを邪魔しな

い意識の育成。 

 

 

 

・学習内容が理解できているか、問に対して「あ

てはまる」「ややあてはまる」が９０%（２ポイン

ト増）。 

・解ったと感じる場面があるか、問に対して「あ

てはまる」「ややはあてまる」が９２%（２ポイン

ト増）。 

・デジタル技術の活用については、ＡＩの活用を

含めて工夫の余地がある。 

・教材の工夫など解り易い授業か、の問に対して

「あてはまる」「ややはあてまる」が９２%（４ポ

イント増） 

・肯定的評価が年々上がってきているので、引き

続き、伸びしろある生徒や配慮を要する生徒など

に適した指導を取り組む必要がある。 

・検定取得により単位取得した生徒が、のべ１６

９名いる。（英検４３名、漢検３３名、世界遺産検

定２３名、文章入力スピード認定試験１４名など） 

 

 

 

 

 

 

ア 卒業生 1８３名。進路決定率は７９%であっ

た。内訳は、大学７６名、専門学校等５６名、就

職１１名、公務員２名である。 

 

イ  

・みのりの場でピアサポートを試行した。 

・キャリアパスポートについて、効果的な活用に

向けて検討が必要。 

 

 

ウ ボランティアは地域から深く感謝されてお

り、地域①の７２%が「地域ボランティアに参加

して欲しい」と回答した。 

・地域の５７%がマナー指導ができていると回答

した。様々な場面での地域交流が必要となる。 

 

 

 

 

3 生活指導で大きな乱れはないが、生徒の自主性

の涵養が必要となっている。 

いじめや類似行為が発生するとともに SNS で

のトラブルは散発しており、指導に取り組んでい

く。 

・授業規律を守らない生徒を注意するか、の問に

対しては、「あてあまる」「ややあてはまる」が 8

９%。 

 

 

４ 
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教育活動への取り組み（要約） 自己評価（右端は自己採点・５段階） 

イ 落ち着いた学校生活 

・ノーチャイム制により、自律的なスケジュール管

理の力を育てる。 

・全校で「笑顔で挨拶」を励行する。 

・校服の正しい着用（特にスカート丈）と身だしな

み指導を推進する。 

・コミュニケーション力の向上、社会で活動するた

めのマナーを身に付けさせる。 

ウ 文化祭、みのり杯等の行事を、工夫しながらの

実施 

エ 生徒の自主性を育てるHR活動や生徒会活動の

推進 

オ 部活動や委員会活動を振興して、校内の雰囲気

の活性化 

カ 一年次の部活動加入率が、４５％になるよう働

きかける 

キ 国際理解や異文化理解について取り組み、世界

情勢の変容を理解する 

 

４ 教育相談・保健指導（心と体の健康づくり）  

ア カウンセリング委員会を中心に種々の相談機能

（スクールカウンセラー、自立支援チーム、み

のりの場、スクールソーシャルワーカー等）の

向上             

イ 特別支援教育コーディネーターを中心に、通級

指導等による配慮を要する生徒の支援 

ウ いじめの未然防止と生徒の心身の変調や不安

を、組織的に早期発見に努める 

エ 体育や部活動を通して、スポーツの楽しさと体

力の向上、健康管理の大切さを知る機会を設け

る 

オ 保護者や関係機関と密に連携をとり、心身の変

調を察知し、積極的に相談にのる環境を醸成す

る 

 

５ 募集・広報活動 

ア 各種説明会を通して受検生や保護者、中学校、

適応指導教室等への学校理解を深める 

イ 入学者選抜の結果を分析し、今後の改善を図る 

ウ ホームページを充実させ、中学校や適応指導教

室等に情報を発信し、募集・広報活動の改善・

工夫をする 

エ NPO 等と連携して、本校における教育活動の

理解啓発を行う 

 

 

６ 地域交流、保護者対応、ボランティア活動、

防災  

ア 幼稚園や小・中学校、特別支援学校、町会、社

会福祉協議会等、地域の関係機関との連携を強

化 

イ 防災訓練など地域との交流活動を推進して、ボ

ランティア活動を活性化する 

・「自他のチャレンジを尊重する」を絶えず伝え、

指導を繰り返して生徒に浸透させてきた。 

イ 

・挨拶はするようになってきているが、まだ十分

とはいえない。 

・校服の着こなしは、ほぼできているが、引き続

き生徒との対話が必要である。 

ウ みのり杯・文化祭等の行事を工夫しながら実

施できた。 

エ 生徒会の自主性を育てるため、校服の在り方

や目安箱の工夫などに取り組んだ。 

カ 部活動の参加率は約４４%。運動部では、陸

上競技・女子バスケ・バドミントン・剣道で全国

大会に出場した。文化部においても、着々と成果

をあげ、定通芸術祭音楽部門では吹奏楽部が最優

秀賞となった。 

 

 

 

4 

ア 教育相談部を中心に、定期的な情報共有を行

い、外部機関と連携した体制を整備し問題の早期

支援、早期解決に努めた。 

 

イ 合理的配慮等について、学校の方向性を検討

してきた。個々のケースごとに対応しながら取り

組んできた。 

ウ いじめと認定する事案が１件あった。 

エ 部活動を通して、参加生徒の意識向上に結び

付けることができた。 

 

 

 

 

 

5 

ア・イ 学校説明会等の参加世帯数は 1０４０組

であった。とくに適応指導教室等と密接に連携し

て、理解啓発に努めた。 

ウ HP を随時更新して本校の取組を発信すると

ともに動画も頻繁に更新した。とくに来校できな

い入学希望者や保護者に対して学校の取組を動画

等で情報発信に努めた。応募倍率は１．３０倍（昨

年度１．３５倍）であった。 

 

6 

ア 地域で開催される行事や会合に参加 

・北中野中学校区地区懇談会に参加。 

・杉並区中・高校生委員会 等 

イ 

・ボランティア活動：井草どんど焼き（２０名）、

かみさぎ夏祭り（２６名）、かみさぎ地区祭り（２

９名） 
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教育活動への取り組み（要約） 自己評価（右端は自己採点・５段階） 

 

ウ 「みのり保護者の会」及び「卒業生の会」の組

織化に協力し、連携を図る 

エ 災害・震災等に備えた校内体制の整備（学校安

全・防災対策委員会)）と防災訓練の準備と検

証を行う 

 

７ 経営企画室 

ア 教員との連携を強化し、経営参画型の企画室の

構築 

イ 効率的な予算執行を通して、学校経営計画の具

現化 

ウ 都民の教育ニーズを的確に把握して、行政的視

点から学校経営に反映させる 

 

８ 環境整備担当   

ア 清潔で安全な学校環境の維持整備 

イ ゴミの分別指導や共通部分の清掃の徹底 

ウ 修理・修繕を迅速に手配し、円滑な教育活動の

推進に寄与する 

 

 

 

 

９ 図書室  

ア 生徒の「読みたい」「知りたい」とした読書環境

の充実 

・生徒の自発学習・自発読書環境を整備する。  

・授業に資する本を推奨するとともに、積極的に授

業で活用する。   

イ 英語多読ルーム、多読コーナーの充実 

・英語における自発学習環境を整備する。 

 

1０ 研究・研修 

ア 観点別評価の在り方について、各教科で検

討・研究する 

イ 各自で研究課題を設定して、研究・研修に

取り組む 

・授業における指導技術の向上。 

・教育相談（自尊感情等）にかかわる理解の

深化を図る。 

・ＩＣＴ機器を活用した、オンラインによる

相談体制を構築する。 

 

 

 

エ 避難訓練は、「いつ」「どこで」発災に遭遇す

るかを考慮して実施した。形骸化しつつあるので、

工夫が必要である。 

 

 

 

7 

ア 両者の連携は強化され徴収金等の大きなトラ

ブルはなかった。 

イ 予算執行では計画的な実施ができ、計画的な

執行を行った。 

ウ 地域住民からの要望に配慮し、樹木の剪定や

環境維持に努め、苦情は殆ど発生しなかった。 

 

8 

ア 美化委員と清掃員が連携し環境が保ててい

る。 

イ ごみの分別は生徒の 9６%ができていると回

答。 

ウ 武道棟のエアコン設置、トイレの改修工事を

実施するなど、環境整備を図ってきた。次年度、

中央トイレの改修工事を行う。 

 

9 

ア 各教科から、授業で推奨する書籍をシラバス

に掲載させている。 

・図書館利用推進員の訪問を受け、業務の見直し

を進めている。 

・授業での図書館活用は、英語、国語、社会、キ

ャリア科目等で活用された。 

イ 多読用図書の更新が必要となっている。 

 

10 

ア 観点別評価は一応徹底されているが、知識理

解に偏らないよう点検が必要。 

イ 教育相談において、関係機関との連携を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

※①は地域に依頼した『学校評価アンケート』、②は生徒による『授業評価』 
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次年度の課題 

１ 授業や学校行事の工夫・改善を通じて、「わかる」授業や「できた」といえる授業に取り組んでいく。 

２ AI等の活用方法について検討するなど、ICT教育に取り組んでいく。 

3 伸びしろある生徒や配慮を要する生徒に適した指導を取り組むために、教科等のカリキュラムを検討

していく。 

4  英語教育を中心にグローバル教育を推進する。 

5 進学指導のための「みのりゼミ」や講習会を推進し、生徒の多様な教育ニーズに応えていく。 

6 生徒の興味・関心や進路に応じた、キャリア教育科目の充実を図る。 

7  引き続き中途退学者を減らし、卒業者を増やしていく。 

  ・目標 中退率 5%未満、 卒業者  毎年 1７0人以上 

  ・細やかな相談事業によって、中退率を減少させる。 

8 防災活動やボランティア活動の拡充を図って、地域と連携した活動を展開していく。 

９ 部活動を活性化して、加入者の増加をはかり、活気ある学校づくりに取り組む。  

10 心と体の健康管理について、カウンセリング委員会を中心に情報共有化を進める。 

    ・保健相談部を軸として、外部専門家との連携や専門性の確保に努め、困難事例の解決にあたる。 

  ・「校内別室指導事業」や「みのりの場」等の運用について検討し、生徒の幅広いニーズに応じるよう

試みる。 

11 生徒の授業出席率の向上を図る。 

   ・授業出席率を 75%に向上させる。 

12 探究活動をはじめ、喫緊の教育課題に関係する校内研修を充実させ、本校のグランドデザインに基づ

き、生徒の実態に応じた柔軟な教育が継続的に行われるようにする。 

13 コンディションレポートを活用し、早期の変調に気づき対応できるようにする。 

14 保護者との連携を強化し、本校の教育活動を正確に伝えるよう努力する。 

15 災害対策として、夜間を含めた対策など、関係各部署や地域と連携した取組を行っていく。 

16 経営企画室職員と教育系職員の連携協力体制を緊密化し、効率的な学校運営を行っていく。 

 
 


